
 

 

物  質  名 ジクロロジフルオロメタン ＤＢ－21 

別  名 フロン-12、フロン R-12、CFC-12 構 造 式 

 

CAS 番号 75-71-8 

PRTR 番号 第 1 種 161 

化審法番号 2-50 

分子式 CCl2F2 分子量 120.91 

沸点 －29.8℃1)
 融点 －158℃1)

 

蒸気圧 4.85×10
3 
mmHg（25℃）2)

 換算係数 1 ppm = 4.95 mg/m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.16（実測値）3)
 水溶性 2.8×10

2
 mg/L（25℃）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 吸入 LC50 3,348,000 mg/m
3
 (3hr) 

5)
  

 マウス 吸入 LC50 3,168,000 mg/m
3
 (2hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、15、150 mg/kg/day を 2 年間強制経口投与した結果、150 mg/kg/day 群で体重増加

の著明な抑制を認めた。臨床化学、尿、血液、組織の検査では投与群に影響はなかった 6) 。

この結果から、NOAEL を 15 mg/kg/day とする。 

・イヌに 0、8、80 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、投与群で死亡はなく、体重や血液、

尿、臨床化学、組織等の検査で影響はなかった 6) 。この結果から、NOAEL を 80 mg/kg/day

とする。 

・ラット、ネコ、モルモット、イヌに 500,000 mg/m
3 を 4 週間（3.5 時間/日、5 日/週）吸入させ

た結果（対照群の有無は不明）、どの動物種についても影響はなかった 7) 。この結果から、

NOAEL は 500,000 mg/m
3（ばく露状況で補正：52,000 mg/m

3）とする。 

・ラットに 10,000 ppm（50,000 mg/m
3）を 90 日間（6 時間/日）吸入させた結果（対照群不明）、

影響はなかった。また、イヌに 5,000 ppm（25,000 mg/m
3）を 90 日間（6 時間/日）吸入させ

た結果（対照群不明）、影響はなかったとの報告 8）があるが、詳細は不明である。 

・ラット、モルモット、ウサギ、イヌ、サルに 0、4,100 mg/m
3 を 6 週間（8 時間/日、5 日/週）

吸入させた結果、モルモットの肝臓で脂肪浸潤及び壊死がみられたが、他の動物種で影響は

なかった 9) 。この結果から、モルモットの LOAEL 及びラット、ウサギ、イヌ、サルの NOAEL

を 4,100 mg/m
3（ばく露状況で補正：980 mg/m

3）とする。 

・ラット、モルモット、ウサギ、イヌ、サルに 0、4,000 mg/m
3 を連続 90 日間吸入させた結果、

モルモットの肝臓で脂肪浸潤及び壊死がみられたが、他の動物種で影響はなかった 9) 。この

結果から、モルモットの LOAEL 及びラット、ウサギ、イヌ、サルの NOAEL を 4,000 mg/m
3

とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、15、150 mg/kg/day を強制経口投与した 3 世代試験の結果、妊娠率、生存胎仔の

出産率、出生仔の 4 日生存率、哺育率に投与に関連した影響はなかった 6) 。 

・ラットに 0、16.6、179 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、投与に関

連した胎仔への毒性影響や奇形はなかった 6) 。 



 

・ラット、ウサギに 200,000 ppm の本物質 90％及びトリクロロフルオロメタン（CFC-11）10％

の混合物を、ラットには妊娠 4 日から 16 日まで、ウサギには妊娠 5 日から 20 日まで吸入（2

時間/日）させた結果、ラット、ウサギで胚、胎仔、出生仔の生存や成長に投与に関連した影

響はなかった 10)。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に入ると発赤、痛み、液体が皮膚に触れると凍傷、吸入すると息切れ、不整脈、錯乱、嗜

眠、意識喪失を生じる。液体が急速に気化すると、凍傷を起こすことがある。心臓血管系、

中枢神経系に影響を与え、心臓障害、中枢神経系抑制を生じることがある。意識が低下する

ことがある 11) 。 

・男性及び女性ボランティアを 250、500、1,000 ppm（1,200、2,500、5,000 mg/m
3）に 1 分間か

ら 8 時間ばく露させた結果、血液、臨床化学、心電図、脳波図、肺機能、神経系、認知テス

トへの影響はなかった。また、1,000 ppm（5,000 mg/m
3）に 2～4 週間（8 時間/日、5 日/週）

ばく露した場合も、認知テストの結果に影響はなかった 12) 。 

・50,000 mg/m
3 に 2.5 時間ばく露した場合には精神運動検査スコアが 7%減少したが、5,000 mg/m

3

に 2.5 時間ばく露した場合には影響はなかった 13)。 

・冷却設備の作業に携わる労働者 89 人を対象とした調査では、冷媒に使用されているクロロフ

ルオロカーボン類は主に本物質（56％）及びクロロジフルオロメタン（HCFC-22）（32％）

であった。平均ばく露時間は 10 分間で、個人の呼吸域のクロロフルオロカーボン類の濃度を

測定した結果、60/89 人で 750 ppm の超過が 1 回以上みられた。携帯用の心電図計でばく露の

前後及び最中の心臓性不整脈を調べた結果、ばく露中及びばく露していない間での違い、ば

く露濃度に関連した傾向はなかった。また、単純反応検査でも影響はなかった 14) 。 

・デオドラントスプレーに皮膚反応のみられた患者 3 人でパッチテストを行った結果、1 人が

本物質に中等度の陽性反応を示し、全員が 11 種類のデオドラントスプレーに対する強い陽性

反応及びトリクロロフルオロメタン（CFC-11）に対する中等度～強い陽性反応を示した。対

照群 15 人では、本物質及び CFC-11 に対する反応はなかった 15) 。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度   
 

 ACGIH 
16)

 TLV-TWA 1,000 ppm（4,950 mg/m
3）  

 日本産業衛生学会 17)
 500 ppm（2,500 mg/m

3）  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、本物質は常温で気体であるために可能性は小さいと考えられるが、

安全側に立ち、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 15 mg/kg/day（体重増加の抑制）

を採用し、これを暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、モルモットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 4,100 mg/m
3（肝

臓の脂肪浸潤、壊死）を採用し、ばく露状況で補正して 980 mg/m
3 とし、LOAEL であることか

ら 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 9.8 mg/m
3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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